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整
備
新
幹
線
は
、
全
国
高
速
交
通
体
系
の
根
幹
を
成
し
、
収
支
採
算
性
に
優
れ
、
国
際
的
産
業
競
争

力
・
都
市
間
競
争
力
を
向
上
さ
せ
る
基
盤
を
成
す
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
二
十
一
世
紀
の
地
球
的
規
模

の
課
題
で
あ
る
地
球
温
暖
化
問
題
や
省
エ
ネ
対
策
等
に
大
き
く
貢
献
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国

土
の
均
衡
あ
る
発
展
と
地
域
の
振
興
は
も
と
よ
り
、
環
境
対
策
等
の
面
か
ら
も
、
そ
の
早
期
整
備
が
強

く
望
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

平
成
九
年
に
開
業
し
た
北
陸
新
幹
線
「
高
崎
・
長
野
間

、
平
成
十
四
年
に
開
業
し
た
東
北
新
幹
線

」

「
盛
岡
・
八
戸
間
」
及
び
平
成
十
六
年
に
開
業
し
た
九
州
新
幹
線
鹿
児
島
ル
ー
ト
「
新
八
代
・
鹿
児
島

中
央
間
」
に
お
い
て
、
大
き
な
時
間
短
縮
効
果
や
利
用
者
の
大
幅
増
加
を
は
じ
め
、
産
業
や
経
済
な
ど

各
方
面
へ
の
波
及
効
果
を
生
み
、
新
幹
線
の
優
位
性
を
発
揮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

平
成
十
六
年
十
二
月
十
六
日
の
「
政
府
・
与
党
申
合
せ
」
を
受
け
、
現
在
、
東
北
新
幹
線
「
八
戸
・

新
青
森
間
」
及
び
九
州
新
幹
線
鹿
児
島
ル
ー
ト
「
博
多
・
新
八
代
間
」
に
つ
い
て
は
平
成
二
十
二
年
度

、

「

」
、

末
完
成
に
向
け
着
実
に
建
設
工
事
が
進
め
ら
れ
る
と
と
も
に

北
海
道
新
幹
線

新
青
森
・
新
函
館
間

北
陸
新
幹
線
「
長
野
・
金
沢
間
」
並
び
に
「
福
井
駅
部
」
に
つ
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
完
成
に
向
け
整
備
が

順
調
に
進
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
九
州
新
幹
線
西
九
州
ル
ー
ト
（
長
崎
ル
ー
ト

「
武
雄
温
泉
・
諫

）

早
間
」
に
つ
い
て
は
、
本
年
三
月
二
十
六
日
に
着
工
が
認
可
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
整
備
新
幹
線
に
つ
い
て
は
、
全
国
の
整
備
計
画
路
線
約
一
千
五
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
う
ち
、
既
供
用
区
間
と
既
着
工
区
間
の
合
計
は
九
百
八
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
状

況
に
あ
り
、
全
線
整
備
実
現
の
た
め
に
は
、
安
定
的
な
事
業
実
施
の
た
め
の
建
設
財
源
の
確
保
が
是
非

と
も
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
地
方
公
共
団
体
の
負
担
に
つ
い
て
は
、
そ
の
厳
し
い
財
政
状
況
に
配
慮
し
、
財
源
措
置
の
拡

充
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
政
府
・
与
党
整
備
新
幹
線
検
討
委
員
会
、
政
府
・
与
党
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
及
び
与
党
整
備
新
幹
線
建
設
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
等
に
お
い
て
、
平
成
十
六
年
十
二
月
の

「
政
府
・
与
党
申
合
せ
」
の
見
直
し
に
向
け
、
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

整
備
新
幹
線
の
建
設
は
、
国
内
の
地
域
間
交
流
圏
を
著
し
く
拡
大
さ
せ
、
沿
線
地
域
の
産
業
、
経
済

の
発
展
に
大
き
く
寄
与
す
る
だ
け
で
な
く
、
我
が
国
経
済
全
体
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
も
、
最
優
先

で
推
進
す
べ
き
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
長
年
に
わ
た
る
国
民
の
熱
き
願
い
で
あ
る
全
線
の
一
日

も
早
い
開
通
に
向
け
て
、
こ
こ
に
次
の
事
項
に
つ
い
て
強
く
要
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

一

平
成
十
六
年
十
二
月
の
「
政
府
・
与
党
申
合
せ
」
を
早
急
に
見
直
し
、
既
着
工
区
間
の

早
期
完
成
を
図
る
と
と
も
に
、
平
成
二
十
一
年
度
に
新
規
区
間
（
北
海
道
、
北
陸
、
長

崎
）
に
つ
い
て
、
認
可
、
着
工
を
行
う
こ
と
。

一

整
備
新
幹
線
全
線
の
一
日
も
早
い
整
備
に
向
け
、
安
定
的
な
事
業
実
施
が
可
能
と
な
る

よ
う
財
源
の
確
保
を
図
る
こ
と
。

、

。

一

地
方
公
共
団
体
の
建
設
費
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

財
源
措
置
の
拡
充
を
図
る
こ
と

一

並
行
在
来
線
の
経
営
が
成
り
立
つ
よ
う
、
鉄
道
資
産
の
無
償
譲
渡
、
若
し
く
は
収
益
性

、

、

に
基
づ
い
た
価
格
設
定
の
ル
ー
ル
化

初
期
投
資
及
び
維
持
経
費
に
対
す
る
助
成
措
置

線
路
使
用
料
対
象
経
費
等
の
見
直
し
、
税
制
上
の
優
遇
措
置
な
ど
の
支
援
策
を
講
ず
る

こ
と
。

平
成
二
十
年
八
月
五
日

整
備
新
幹
線
関
係
十
八
都
道
府
県
期
成
同
盟
会

北
海
道
・
東
北
新
幹
線
建
設
促
進
三
道
県
協
議
会

北
陸
新
幹
線
建
設
促
進
同
盟
会

九
州
新
幹
線
（
鹿
児
島
ル
ー
ト
）
建
設
促
進
期
成
会

九
州
新
幹
線
（
西
九
州
ル
ー
ト
）
建
設
促
進
期
成
会
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北
海
道
新
幹
線
と
東
北
新
幹
線
は
、
我
が
国
の
高
速
交
通
体
系
の
骨
格
を
形
成
す
る
上
で
極

め
て
重
要
な
国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、
北
海
道
・
東
北
が
、
そ
の
個
性
を
生
か
し
、
魅

力
と
活
力
あ
ふ
れ
る
地
域
社
会
を
創
り
上
げ
、
二
十
一
世
紀
の
我
が
国
に
大
き
く
貢
献
し
て
い

く
た
め
に
、
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
社
会
資
本
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
北
海
道
・
東
北
、
北
関
東
、
首
都
圏
と
の
文
化
・
経
済
交
流
の
促
進
や
、
新
産
業
の

創
出
等
、
様
々
な
産
業
分
野
へ
大
き
な
波
及
効
果
を
も
た
ら
し
、
地
域
の
活
性
化
に
極
め
て
大

き
な
役
割
を
果
た
す
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

既
に
開
業
し
て
い
る
各
整
備
新
幹
線
に
お
い
て
は
、
旅
客
流
動
量
が
増
加
す
る
な
ど
、
そ
の

効
果
を
確
実
に
上
げ
て
お
り
、地
域
の
活
力
を
生
み
出
す
大
き
な
原
動
力
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
、
北
海
道
・
東
北
の
両
道
県
民
は
「
新
青
森
」、「
新
函
館
」
に
向
け
た
建
設
工
事
が
着
実

に
整
備
促
進
さ
れ
、
一
日
も
早
く
札
幌
ま
で
延
伸
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
願
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
整
備
新
幹
線
に
つ
い
て
は
、
安
定
的
な
事
業
実
施
の
た
め
の
建
設
財
源
の

確
保
が
是
非
と
も
必
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
地
方
公
共
団
体
の
負
担
に
つ
い
て
は
、
そ
の
厳
し

い
財
政
状
況
に
配
慮
し
、
財
源
拡
充
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
経
営
分
離
さ
れ
た
各
地
の
並
行
在
来
線
区
間
は
、
国
の
物
流
政
策
の
一
翼
を
担
う

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
現
行
の
線
路
使
用
料
制
度
で
は
地
域
に
過
大

な
負
担
を
強
い
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
政
府
・
与
党
整
備
新
幹
線
検
討
委
員
会
、
政
府
・
与
党
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
及
び
与
党
整
備
新
幹
線
建
設
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
等
に
お
い
て
、
平
成

十
六
年
十
二
月
の
「
政
府
・
与
党
申
合
せ
」
の
見
直
し
に
向
け
、
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
早
期
に
整
備
ス
キ
ー
ム
の
見
直
し
を
行
い
、
未
着
工
区
間
の
整
備
促
進
を

図
っ
て
い
た
だ
き
た
く
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
特
段
の
ご
配
慮
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一．

新
函
館
・
札
幌
間
の
全
線
フ
ル
規
格
で
の
一
日
も
早
い
認
可
・
着
工
と

早
期
完
成

一．

東
北
新
幹
線
新
青
森
ま
で
の
着
実
な
整
備
促
進
と
北
海
道
新
幹
線
新
函

館
ま
で
の
早
期
開
業

一．

公
共
事
業
費
の
重
点
配
分
な
ど
に
よ
る
建
設
財
源
の
確
保
及
び
地
方
負

担
に
対
す
る
財
源
措
置
の
充
実
・
強
化

一．

並
行
在
来
線
の
経
営
が
成
り
立
つ
よ
う
、
鉄
道
資
産
の
無
償
譲
渡
、
若

し
く
は
収
益
性
に
基
づ
い
た
価
格
設
定
の
ル
ー
ル
化
、
初
期
投
資
及
び
維

持
経
費
に
対
す
る
助
成
措
置
、
線
路
使
用
料
対
象
経
費
等
の
見
直
し
、
税

制
上
の
優
遇
措
置
な
ど
の
支
援
策
を
講
ず
る
こ
と

平
成
二
十
年
八
月
五
日

北
海
道
・
東
北
新
幹
線
建
設
促
進
三
道
県
協
議
会

会
長
　
北
海
道
知
事
　
　
高
　
橋
　
は
る
み

青
森
県
知
事
　
　
三
　
村
　
申
　
吾

岩
手
県
知
事
　
　
達
　
増
　
拓
　
也

北海道新幹線�

東北新幹線�

新小樽（仮称） 
札幌 

倶知安 

長万部 
新八雲（仮称） 

新函館（仮称） 

木古内 

奥津奥津軽（仮称）（仮称） 奥津軽（仮称） 

新青森新青森 新青森 
八戸八戸 八戸 

盛岡盛岡 盛岡 

着実な整備の促進を！ 

一
日
も
早
い
認
可
・
着
工
と 

　
　
　
　
　
早
期
完
成
を
！ 

早
期
開
業
を
！ 
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